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目的，内容，方法等：子どもが生まれ育っていく過程には， 様々な支援が必要です。一つの機関や専門家だけでなく、

それぞれの専門家や各機関が協力して支援することが必要になることも多くなります。子育ての際に，様々な理由か

ら周囲からの支援が必要な親や， 発達障がいなどのために通常の子育てでは関わることの難しい子ども達もいます。 
児童虐待など，子育ての難しさから起こる事件もあります。それらを防ぐためのシステム作りには， 保健・福祉・

教育など， 様々な機関の連携が必要です。 乳幼児では， 保育園・幼稚園・子育て支援センターなどにつながる育

児支援の流れがあります。乳幼児健診から療育までの発達障がいの子どもへの支援体制など， いくつかの機関が協

力して行う連携， 協働という視点で， 学習・研究を行います。 
小中学校では， 不登校や学校で起こる不適応に対して，教師とは違った視点を持つスクールソーシャルワーカー

やスクールカウンセラーという役割で子どもに関わり， 教師と協力していくコラボレーションやコンサルテーショ

ンという他業種の視点を加え， 協力体制を組むことについて学習します。 
他業種の人達と関わる際には， ある問題は何なのか，どこから取り組むのかを心理職として見立て，他の職種の

人たちにも理解できるように伝えるということが重要となります。「不登校」という状態をひとつ取り上げても，情

緒的な問題，発達障がい，家庭環境の問題など，様々な原因によって起こっている可能性があり，様々な可能性を考

慮して判断することが必要となります。 また，視点はひとつだけでなく，子どもだけでなく，家族や学校などの状

況を判断して，支援や環境調整することも必要になります。 

授業計画： そのために，基礎的な知識が必要となるので，まずは発達などの基礎的な知識を身につける学習をします。 
また，研究の技法として，論文を読み，要約する練習をして自分の興味関心を明確にしていきます。その上でレポー

トにまとめて提出し，レジュメを作って相互に口頭で発表する機会を持ちます。ゼミ合宿や現場の見学等のフィール

ドワークも計画したいと考えています。  
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テーマは与えられるものではなく， 自分で絞っていくものです。 自分の興味関心のあること

に積極的に取り組んで欲しいと考えています。プライバシーの配慮など， 福祉・心理に関わる

者に必要な基本姿勢や配慮について， 意識と自覚を持って取り組むことを基本とします。 
子どもや家族への関心があり，いろいろな対場の人や機関が協力して地域でサポートしていく

という視点を持てる方を歓迎します。 自分の意見を整理表現し， 他の人のどんな意見にも耳を

傾けられるゼミにできたらと考えています。 

 


